
 

 

 

 

 

 

「正しく恐れ、備える」〜この夏の災害を教訓に〜 
 

校長 川端 浩司 
 

 長く厳しい暑さの夏休みが明け、８月２６日（水）から３日間実施したサマースクールで

は、久しぶりに学校に戻ってきたやなぎっ子が、日焼けした顔で夏休みの出来事を嬉しそう

にお話ししてくれました。２学期は、運動会や校内音楽会、校外学習など、目標に向けて取

り組み、達成感や自信を持たせる機会がたくさんあります。また、猛暑だった夏から秋にな

るということでスポーツや読書などを一層楽しめる季節になります。１学期や夏休みの成長

を生かしながら、やなぎっ子の学校生活がワクワクでいっぱいの２学期になるよう支援して

まいります。保護者、地域の皆様には、やなぎっ子の健やかな成長に向けて、引き続きご理

解とご協力をお願い申し上げます。 

 さて、今年の夏休みは、私たちは自然災害の恐ろしさを改めて痛感することとなりました。

7 月 28 日の「令和 8 年熊本地震」や、8 月 23 日夜中に関東地方で発生した地震では川口市

でも震度 5弱を観測するなど、大きな地震が頻発しています。さらに、各地を襲った記録的

な大雨や、これまでにないハイペースで発生・接近する台風、激しいゲリラ雷雨など、テレ

ビのニュースや身近な天候から、強い危機感を抱かれた方も多いのではないでしょうか。 

 被災された皆様に心よりお見舞い申し上げますとともに、今なお不自由で不安な生活を余

儀なくされている方々の安全と、一日も早い復旧・復興を心よりお祈り申し上げます。 

「災害はいつ、どこで起こるか分からない」という言葉が、かつてない現実味を帯びて私

たちの目の前にあります。 

 9 月 1 日は「防災の日」、そして 8 月 30 日～9 月 5 日は「防災週間」です。本校でも始業

式の後に、地震を想定した「シェイクアウト訓練」（まず低く・頭を守り・動かない）を実

施しました。パニック状態になるような万が一の時、誰かの指示を待って避難姿勢をとるの

では間に合いません。この夏の災害を教訓に、「もし登下校中に地震が起きたら」「もし放課

後に激しい大雨になったら」と、一人ひとりが自分のこととして考

え、その場で正しく判断できる「自らを守る力」を引き続き育て

てまいりたいと考えています。 

 災害への備えは、学校・家庭・地域が連携協力することでより確

かなものとなります。ぜひこの機会に、ご家庭でも「我が家の防災」

について具体的な話し合いを持っていただければ幸いです。 

 家族間の連絡方法の確認（災害用伝言ダイヤル「171」の使い方の練習など） 

 自宅周辺のハザードマップの確認（避難場所や危険な経路の共有） 

 非常持ち出し袋の点検（夏から秋の気候に合わせた衣服や、備蓄食料の賞味期限） 
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学校教育目標  ～しなやかな心で、生き生きと学習し、元気よく運動する子～ 

          めざす児童像  <なかよくする子> <自ら考える子> <健康でがんばる子> 
        めざす学校像  ワクワクと優しさがあふれる柳崎小学校 
         児 童 在 籍 数  男子２４３名  女子２２９名   合計４７２名 


